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研究成果の概要（和文）：心理学の研究では，外向性や自尊心などの構成概念を扱う。構成概念の測定には，一般的に
は質問紙調査が用いられるが，1つの構成概念を測定するために多くの項目が必要になることもある。このため，心理
学の研究では項目数を減らした短縮版がしばしば使用されてきた。しかし，短縮版はフルバージョンのものと比べて使
用する項目数が少ないため，信頼性や妥当性が十分に確保できない。本研究では，各対象者にとっては少ない項目数で
調査をしつつも，全項目についてデータを得ることができる分冊型調査票を提案し，その統計的性質を調べた。この結
果，分冊型調査票の優位性をいくつかの側面で示すことができた。

研究成果の概要（英文）：In psychological research, constructs such as extroversion or self-esteem are 
often used. To measure such constructs, questionnaires are usually used. However, we sometimes need many 
items to measure one construct. Therefore, in psychological research, a brief version of the original 
questionnaires is often used. However, because a brief version is not the original version, the brief 
version sometimes lacks reliability or validity. In this research, a separate volume method is developed, 
which reduces the number of response items such as the brief version method for each respondent, but can 
collect the data for all of the original version. Some statistical characteristics are examined and the 
results show that the developed method is superior to the brief version method in some respects.
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１．研究開始当初の背景 
 
心理学の研究では，外向性や自尊心などの
構成概念を扱う。そして，それらの構成概念
は質問紙調査によって測定されることが一
般的である。多くの研究では，複数の構成概
念が扱われるが，それぞれの構成概念は多数
の項目によって測定されるため，質問紙調査
の項目数はかなりの数に及ぶ場合もある。 
 この問題に対して，心理学の研究では通常
のバージョン（以後，原版と呼ぶ）よりも項
目数を減らした短縮版がしばしば研究で使
用される。短縮版を使用することにより，回
収率の向上や，疲労による影響が回答に表れ
ることを防ぐことが期待される。 
短縮版の作成方法についての研究は国内
外で盛んである。短縮版の作成には因子分析
が用いられることが多いが，並川ら（2012）
は Big Five 尺度について項目反応理論を併
用した方法で短縮版を作成し，調査目的に応
じた尺度編成が可能であることなど，その有
効性を論じている。また，Goetz et.al (2013)
では心理学系英文誌のうち，短縮版作製にか
かわるものをピックアップし，それらで行わ
れている短縮版作製方法についてレビュー
するとともに，作成のためのガイドラインを
示している。  
  
 
２．研究の目的 
 
 短縮版と原版は当然同一のものではない
ため，作成された短縮版の信頼性と妥当性が
原版と同程度のものであるかどうかは大き
なポイントとなる。 
もし，原版と同一項目群を使用しつつも，
短縮版のように各調査対象者については回
答の負担を減らすことができれば，原版の利
点（信頼性と妥当性の保証）と短縮版の利点
の両方を兼ね備えた調査が可能となる。その
ような調査方法を考案し，その統計的性質を
調べることが本研究の目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 次ページに示すような分冊型調査票によ
る調査方法を提案する。次ページ図 1に示す
3 種類の分冊案は，すべて 3 つの構成概念
（a,b,c）を測定するための調査票である。
各構成概念は 6 つの項目で測定されるため，
原版（次々ページ）は 18 項目である。そし
て，その短縮版（次々ページ）は 12 項目（4
項目×3構成概念）であるとする。 
 分冊型では，調査票のセットを複数（ここ
では 3つ）作り，調査を実施する。各調査票
の項目数は，たとえば短縮版と同等にするこ
とで，各調査対象者ごとにみたときに短縮版
と同じ負担量になることを達成する。 
 

 [図１] 3 種類の分冊案 
 
分冊型 1は，各調査票で 3つのうち 2つの
構成概念を尋ねる方法である。分冊型 2 は，
各構成概念において，すべての項目が均等に
調査されるように配置する方法である。分冊
型 3は，たとえば因子負荷量が大きい 3項目



については（構成概念を表す主たる項目であ
るという理由で）すべての調査で尋ね，残り
の項目については各調査票に配置する方法
である。もちろん，分冊数を増やしたり，項
目配置方法を変えるなど，他の分冊型も考え
られる。 
 本研究では，これらの分冊型のうち，いず
れの方法が様々な統計的指標の観点から良
いのか，という問題に対してシミュレーショ
ン研究と実データ解析を行った。 
 まずシミュレーション研究について述べ
る。シミュレーション研究は，以下の分析を
念頭に置いて行った。 
・3つの因子を測定したいとする。 
・原版において，各因子は 6項目で測定され
る。 
・分析モデルは，構造方程式モデリングの枠
組みにおける確認的因子分析モデルとする。
また，因子間の関係性（つまり因子間相関）
に研究上の興味があるとする。 
 分冊型の分析モデルも確認的因子分析モ
デルであるが，調査を実施していない箇所は
欠測になる。この場合の欠測は，計画的欠測
と呼ばれ，欠測の種類は MCAR(Missing 
Completely At Random)である。したがって，
完全情報最尤推定法などを使えばよい。 
構造方程式モデリングの場合，たとえば，
分冊型案 1の 1_1 のデータに対しては図 2の
確認的因子分析モデルを当てはめることに
なる。1_2 および 1_3 のデータに対しては別
のモデルを当てはめるが，これらを多母集団
解析によって，因子負荷量と誤差分散に等制
約を課した状態でパラメータ推定を行う。 

 
[図 2]2 因子の確認的因子分析モデル 
 
 シミュレーションの従属変数と独立変数
は以下のとおりである。 
従属変数：因子間相関，因子負荷量，ω係数，
外的基準との相関，RMSEA，SRMR 
独立変数：調査方法（5 通り＝分冊 3 案＋短
縮版＋原版），標本サイズ（2 通り），因子負
荷量（2 通り），因子間相関（２通り），誤差
間相関（なし，あり，ありで推定する，の合
計 3通り） 
 
 なお，短縮版と原版では構成概念の測定に
使用する項目が異なるため，測定する構成概

念自体が異なる可能性がある。このことが分
析結果に表されるよう，誤差間相関を設定す
る条件を設けた。  
シミュレーション研究から分かったこと
については「4.研究成果」に示す。 
 
 次に，実データ分析について説明する。和
田（1996）の Big Five 尺度 60 項目（5 因子
×12 項目）を原版として使用した。以下の 5
つの版についてインターネット調査でデー
タ収集を行った。 
・原版（780 名，回収率 36.5%） 
・並川ら（2012）の短縮版（29 項目，780 名，
回収率 39.4%） 
・分冊 A（260 名，回収率 40.2%） 
・分冊 B（260 名，回収率 40.8%） 
・分冊 C（260 名，回収率 41.6%） 
分冊は A,B,Cをまとめて多母集団解析によっ
て分析する。 
 原版で収集したデータから求まった推定
値を真値として，短縮版と分冊版でバイアス
および平均 2乗誤差を，因子負荷量，因子間
相関，ω係数，妥当性（外的基準との相関）
について求めた。 
 
４．研究成果 
 シミュレーション研究の結果から以下の
ことが分かった。 
・誤差間相関がないのであれば，分冊 3（前々
ページの 3つめの案）がよい。 
・誤差間相関があるという現実的な設定のも
とでは，因子間相関や妥当性（を表現する相
関）の推定精度が最も良い分冊 2（前々ペー
ジの2つめの案）が総合的にはよいといえる。 
 
実データ解析の結果から以下のことが分
かった。 
・原版は回収率が他に比べて悪かった。これ
は，項目数が多いためと考えられる。 
・分冊版と比べ，短縮版は因子間相関と妥当
性（外的基準との相関）を大きく過小推定し
ていた。ω係数も若干過小推定していた。 
 
シミュレーション研究と実データ解析を
あわせて以下のことが分かった。 
・特に，因子間相関や妥当性の面で，短縮版
よりも分冊型の方が優れている可能性が示
された。 
・分冊方法としては分冊案 2がよい可能性が
示唆された。 
また，短縮版でどの項目が残るかは標本依存
の側面がある。この意味でも，短縮版に対し
て分冊版に優位性があると考えらえる。 
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